
 ─ 10 ─

950-1030 「標準データベースシステム導入の実際」 
柴田 亜希子 
（山形県立がん・生活習慣病センター） 

1030-1040 休憩 
1040-1120 「標準データベースシステム開発と概要」 

片山 博昭（㈶放射線影響研究所） 
1120-1200 「特別発言」 
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保健文化賞の受賞 
8 月 4 日夕刻、第一生命から、地域がん登録全

国協議会が第 57 回「保健文化賞」の受賞者に選
定されたとの結果が伝えられました。「保健衛生

の分野において実際的な活動や研究を行い、すぐ

れた業績をあげた団体」として地域がん登録全国

協議会のこれまでの活動が認められたことは非

常に喜ばしいことです。これを励みに、日本の地

域がん登録事業の発展向上に向けてさらに努力

しましょう（大島）。 

編集後記 

◆今回初めて掲載記事及び執筆者の選定から遣

らせていただき、大変勉強になりました。限られ

た時間の中で、超多忙な先生方が依頼を受けてく

ださり、全員が期限を忠実に守ってくださいまし

たことを、この場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。巻頭言の「新しいがん登録への期待と展望」

の中で、中谷先生は、がん登録の必要性を踏まえ

た上で、今後、我々が克服していくべき道を示し

てくださったように思います。研究者と患者すな

わち一般国民とのがん登録に対する意識のギャ

ップというご指摘も、真摯に受け止める必要があ

ろうかと思います。がん登録関係者に元気を与え

て頂いたと同時に、宿題を頂いたと感じたのは、

私だけでしょうか? みんなで知恵を出し合い、頑
張っていきましょう。（M.S.） 
◆「がん医療水準均てん化の推進に関する検討

会」報告書で院内がん登録の推進が取り上げられ

ていますが、沖縄県と同様に出張採録への依存度

が高い地域で業務に携わる者としては、精度向上

を目指してさらに出張採録を広げることは人員

や予算の点で困難な中、院内がん登録の普及によ

り自主的届出が増加することが重要であること

を日頃より認識しています。9 月の地域がん登録
全国協議会総会研究会ではシンポジウムのテー

マとして「地域がん登録と院内がん登録の連携」

が取り上げられており、実のある議論が行われる

ことを期待します（Y.N.）。 

2005–2006年 関連学会一覧 
2005年 
9月 2–3日 地域がん登録全国協議会総会研究会（第 14回） 東京都 国立がんセンター 

9月 13–15日 国際がん登録学会（IACR）（第 27回） Entebbe, Uganda 

9月 14–16日 日本癌学会（第 64回） 札幌市 ロイトン札幌 他 4会場 

9月 14–16日 日本公衆衛生学会（第 64回） 札幌市 札幌コンベンションセンター 

2006年 
1月 23–24日 日本疫学会 学術総会（第 16回） 名古屋市 中小企業振興会館 
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